



























がる 6600m2（≒ 2000 坪）の豊かな自然環境とそのなかで遊ぶ子ども達の姿をビデオ映像
に収めた。園児は 120 名、園内には 70 本の柿の木、30 本の桜の木、水場、どろ場、野菜
畑があり、犬や猫、豚や鳥が飼われ、ドジョウやカニが棲んでいる小川が流れている。筆者

















































　内田伸子著「自由保育−子どもと共に創る保育−」（無藤隆 ･ 内田伸子 ･ 斉藤こずゑ編著『子
ども時代を豊かに：新しい保育心理学』より）は 1986 年に、平井信義 ･ 豊田君夫著『よみ
がえれ、自由保育 : 人間の基礎を培う幼児教育のために』は 1988 年に出版されている。こ
の２冊は、1989 年改定「幼稚園教育要領」と 1990 年改定「保育所保育指針」が、「幼児
一人ひとりの特性に応じた、幼児の主体性を促す、遊びと環境を通した指導」の、いわゆる
自由保育の方向へと準備されているなかで出版されている。立川多恵子 ･ 上垣内伸子 ･ 浜口
順子著『自由保育とは何か : 「形」にとらわれない「心」の保育』は 2001 年に、友定啓子 ･
































































































































































































たわら独学で検定を受け、開設の 1953 年 11 月に保母資格を取得した。豊子は、なぜそこ
までして保育園を開設したのだろうか。
　1938（昭和 13）年、豊子一家は夫の勤務先が南満州鉄道に移ったため満州に渡った。



















































































　宮武辰夫（1892 ～ 1960）については、1952（昭和 27）年に初版された宮武辰夫著『幼































































　ホーマー ･ レインについては、1976 年出版の『新版　親と教師に語る―子どもの世界と
その導き方―』に拠った。














もの心理的発達段階を 4 段階に分けた。「幼児時代（0 ～ 3 歳）」、「空想の時代（3 ～ 7 歳）」、















































　ニイルについては、A.S. ニイル著、堀真一郎訳（2009）『新版ニイル選集 ･ 全５巻』に拠
った。
　ニイル Alexander Sutherland Neill（1883 ～ 1973）は、スコットランドに生まれる。
















































































































員で見る「訓練」をする。園児数（100 人として）× ４枚（１回にかく枚数）× ３回（月




















ることのできない「幼児時代（0 ～ 3 歳）」にある子どもや、「事実とつくりごと、真実とう






























が、ホーマー ･ レインや A.S. ニイルのそれだったのかもしれない。子どもは生まれながらに
して善性であるから、それまでの因習や信仰や価値観で子どもをしつけるのではなく、子ど
も同士のぶつかり合いや子ども同士の話し合い、自治によって他者の尊重や互いに守るべき
















































































































へ移り、満州で次男と次女をもうける。1945（昭和 20）年 9 月に三女を出産。出産翌日、敗





２）筆者は野中保育園を、2009 年 9 月、2010 年 1 月と 2 月の計 3 回訪れた。
３）和田実（1876 ～ 1954）は、1915（大正 4）年 8 月東京女子高等師範学校を退職し、11 月目
白幼稚園を開園し園長となる。



















が創設された。幼児生活団は創設以来、2006（平成 18）年度まで 68 年間、週に 1 度通う集
合日を中心とした教育を行なっていたが、昨今の社会環境の変化にかんがみ、現在は週に 5 日、
毎日、子どもたちが集まる体制にしている。
10）『婦人の友』の前身である雑誌『家庭の友』を、1903 年に羽仁吉一 ･ もと子が創刊している。
11）ハーバード ･ リードは、1947 年に『芸術による教育』を著わし、美術教育の任務は芸術を通
しての人間教育であることを論じた。
12）『親と教師に語る』の書評を、教育学者の浜田陽太郎は、1951（昭和 26）年に次のように書い
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